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統合化推進プログラムNBDCの事業概要

のポータルサイトを通じて、NBDCのポータルサイトを通じて、
国内外の様々な生命科学DBを統
合的に活用

【 研究者 】

・生命科学分野の研究成果の共有

・効果的・効率的な研究の推進

・生命科学分野の研究全体の活性化

成果

利
用

①戦略の立案
②ポータルサイトの構築、運用
③DB統合化の基盤技術開発
④バイオ関連DB統合の推進

→統合化推進プログラム

（平成23年4月1日設立）

バイオサイエンスデータベースセンター(NBDC)
http://biosciencedbc.jp/

センター長：高木 利久 (東京大学 大学院理学系研究科 生物科学専攻 教授)

生命科学データベース（DB）の統合的な活用を推進し、データの価値を最大化し
て、ポータルサイトを提供します。生命科学分野の研究成果が広く研究者コミュニ
ティにおいて共有され、それによって研究者が効果的・効率的に研究を推進するこ
とが可能になり、生命科学分野の研究全体が活性化されることを目指します。
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統合化推進プログラムNBDC設立の背景・経緯

生命科学分野データベースが散在

・研究成果が有効活用されない

・蓄積されたデータベースが散逸

◇ライフ・イノベーション推進の妨げ

◇国際競争力の低下

生命科学分野データベースの統合化の実現

研究成果の共有と有効活用

そこで！

ライフ・イノベーションの実現
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統合化推進プログラム研究開発プログラムの推進体制
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統合化推進プログラム平成27年度公募の概要

（１）プログラムの概要：
国内外に散在しているライフサイエンス分野のデータやデータベースの共有を強力に促進し、

公共財として誰でもが自由に活用できるようにするとともに、生物種やプロジェクトを超えて幅
広い統合化を実現することにより、データがより多くの分野の研究者、開発者、技術者に簡便
に利活用できるようにして、データの価値を最大化することを目指すものです。
すなわち、データの共有、統合を通して、我が国のライフサイエンス研究の成果をあまねく行

き渡るようにするとともに、それを十分に活用できる環境を構築することにより、ライフ分野に
おけるイノベーションを促すことを目的としています。

（２）研究総括： 長洲毅志 （エーザイ株式会社プロダクトクリエーション本部
ポートフォリオ戦略・推進部 顧問）

（３）研究開発費（直接経費）：3千万円～5千万円／年

（４）研究開発期間：3年以内

（５）採択予定件数：若干数

※本公募は、平成 27 年度政府予算の成立を前提としております。予算の成立状況によっては事業内容や実施
内容を変更する場合があります。
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統合化推進プログラム現在進行中の研究開発課題一覧

研究開発課題名 研究代表者 所属機関・役職

研究開発期間（H24-H26年度）

生命動態システム科学のデータベースの統合化 大浪 修一
理化学研究所 生命システム研究センター 発生動態研究チー
ムリーダー

研究開発期間（H26-H28年度）

生物種メタボロームモデル・データベースの構築 有田 正規 理化学研究所 環境資源科学研究センター チームリーダー

ゲノムとフェノタイプ・疾患・医薬品の統合データベース 金久 實 京都大学 化学研究所 特任教授

ゲノム・メタゲノム情報統合による微生物ＤＢの超高度化推
進

黒川 顕 東京工業大学 地球生命研究所 教授

疾患ヒトゲノム変異の生物学的機能注釈を目指した多階層
オミクスデータの統合

菅野 純夫 東京大学大学院 新領域創成科学研究科 教授

植物ゲノム情報活用のための統合研究基盤の構築 田畑 哲之 かずさＤＮＡ研究所 所長

個別化医療に向けたヒトゲノムバリエーションデータベース 徳永 勝士 東京大学大学院 医学系研究科 教授

蛋白質構造データバンクの高度化と統合的運用 中村 春木 大阪大学 蛋白質研究所 所長・教授

糖鎖統合データベースおよび国際糖鎖構造リポジトリの開
発

成松 久
産業技術総合研究所 糖鎖創薬技術研究センター
招聘研究員

生命と環境のフェノーム統合データベース 桝屋 啓志 理化学研究所 バイオリソースセンター ユニットリーダー
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統合化推進プログラム募集・選考スケジュール

○募集開始 ：平成26年12月18日(木)14:00
↓

○募集〆切 ：平成27年2月 5日(木)14:00
（※e-Radによる受付の締切）

↓
○研究倫理関連書類〆切 ：平成27年2月12日(木)

↓
○書類選考期間 ：平成27年2月中旬～３月上旬

↓
○書類選考結果の通知 ：平成27年3月上旬

↓
○面接選考期間 ：平成27年3月中旬

↓
○選定課題の通知・発表 ：平成27年3月下旬

↓
○研究開発開始 ：平成27年4月
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統合化推進プログラム応募者の要件

（募集要項 8ページ）

※研究者と研究総括が利害関係にあるとされる場合には、研究開発提案書を
選考対象から除外することがあります

（１）研究開発提案者自らが国内の研究機関に所属して、当該研
究機関において研究開発を実施する体制を取ること

（２）全研究開発期間を通じ、研究チームの責任者として研究
開発課題全体の責務を負うことができる研究者であること

（３）所属機関において研究倫理教育について受講を修了して
いること
平成27年度2月12日（火）必着で誓約書もしくは受講修了
証の提出がない場合は、要件不備とみなし、以後の審査を
行いませんので、ご注意ください
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統合化推進プログラム研究開発費について

（募集要項 13ページ）

・研究開発費 ：3千万円～5千万円／年
（全研究開発期間総額：9千万円～1.5億円）

研究開発提案の内容と研究開発費とを総合的に評価し、審査
を実施します

○応募段階における統合の状況

○想定される開発の規模

○想定されるデータ量

などを十分考慮して研究開発費の設定を行ってください

（※研究開発費の額は調整させていただくことがあります）

研究開発費は上記の範囲で研究開発提案者が設定し、応募してください

※上記金額は直接経費であり、別途、間接経費(直接経費の30％を上限)を、JSTから研究機関へ措置します。

※本公募は、平成 27 年度政府予算の成立を前提としております。予算の成立状況によっては事業内容や実施
内容を変更する場合があります。
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統合化推進プログラム利害関係者の応募制限について

（募集要項 16ページ）

上記に該当する場合、研究開発提案書を選考対象から除外することになりますので、
そのような可能性がある場合には事前にお問い合わせください。

9

a. 研究開発提案者が研究総括と親族関係にある場合

b. 研究開発提案者が研究総括と大学、独立行政法人等の研究機関において同一の研究室
等の最小単位組織に所属している場合。あるいは、同一の企業に所属している場合

c. 現在、研究開発提案者が研究総括と緊密な共同研究を行っている場合
または過去5年以内に緊密な共同研究を行った場合
（例えば、共同プロジェクトの遂行、研究開発課題の中での研究分担者、あるいは共
著研究論文の執筆等）

d. 過去に通算10年以上、研究開発提案者が研究総括と密接な師弟関係あるいは直接的な
雇用関係にあった場合

“密接な師弟関係”とは、同一の研究室に在籍したことがある場合を対象とします。
また所属は別であっても、研究総括が実質的に研究開発提案者の研究指導を行ってい
た期間も含みます
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統合化推進プログラム研究代表者・研究機関の責務等

採択された研究代表者および主たる共同研究者の責務等

○研究開発の推進および管理
（研究報告書等の提出、研究開発評価への対応、進捗状況報告の実施）

○研究チーム全体の研究開発費の適切な管理
○研究上の不正行為を未然に防止するために、JSTが指定する研究倫理教材

の履修および参加する研究員等への履修義務を周知
○若手の博士研究員の多様なキャリアパスの確保
○国内外における研究開発成果の積極的な発表
○事業評価、JSTによる経理調査、国の会計検査等への対応
○研究開発期間終了後の追跡評価への対応 等

（募集要項 18ページ）

研究機関の要件・責務等

○委託研究契約に基づく、委託研究開発費の適切な執行
○研究開発活動の不正防止に必要な措置の実施
○参加する研究員等に対する研究倫理教材の履修への対応
○JSTに対する所要の報告等の実施
○JSTによる経理の調査や国の会計検査等への対応 等

（募集要項 20ページ）
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※委託研究開発契約が締結できない場合、当該研究機関では研究開発を実施できないことがあります
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統合化推進プログラム応募に際しての注意事項(1)

研究倫理教育受講の要件化

○研究開発提案者は所属機関において研究倫理に関する教育プログラム等
の受講を済ませた上で提案してください

○平成26年度に所属機関で倫理講習を受けた方は、誓約書（様式１３）
を提出してください

○CITI Japan e-ラーニングプログラム等を受講された場合は、誓約書の代
わりに、受講修了証を提出してください

○誓約書もしくは受講修了証は必ず期日までに（平成27年2月12日（木）
必着）提出してください。期日までに誓約書もしくは受講修了証の提出
がない場合は、要件不備とみなし、以後の審査を行いませんのでご注意
ください

（募集要項 46ページ）
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統合化推進プログラム応募に際しての注意事項(2)

研究開発提案書記載事項等の情報の取り扱いについて

○採択された課題について、研究者の氏名、所属、研究開発課題名、
及び研究開発課題要旨を公表する予定です

○e-Radを通じて内閣府に各種の情報を提供することがあります

不合理な重複および過度の集中

○不合理な重複・過度の集中を排除するために、必要な範囲内で他府
省を含む他の競争的資金制度等の担当部門に情報提供する場合があ
ります

○競争的資金等の不合理な重複および過度の集中があった場合、研究
開発提案が不採択、採択取り消し、又は研究開発費が減額配分とな
る場合があります

○国や独立行政法人が運用する、他の競争的資金制度等やその他の研
究助成等を受けている場合、および採択が決定している場合、同一
課題名または内容で本事業に応募することはできません

（募集要項 46ページ）
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統合化推進プログラム応募に際しての注意事項(3)

研究開発費の不正な使用等に関する措置

○本事業の趣旨に反する研究開発費の不正な使用等が行われた場合には、
当該研究開発に関して、研究開発の中止、研究開発費等の全部または
一部の返還の措置をとることがあります

○研究開発費の不正な使用等を行った研究者等（共謀した研究者等を含
む）は、一定期間、本事業への応募及び新たな参加が制限されます

○本事業において、研究開発費の不正な使用等を行った場合、当該研究者
及びそれに共謀した研究者の不正の内容等を、他の競争的資金制度等担
当（独立行政法人含む）に対して情報提供を行います。その結果、他の
競争的資金制度等において、申請及び参加が制限される場合があります

○研究開発費の不正使用等を行った研究者や善管注意義務に違反した研究
者のうち、本事業への申請および参加が制限された研究者については、
当該不正事案の概要について、原則公表することとします

（募集要項 48ページ）
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統合化推進プログラム応募に際しての注意事項(4)

研究活動の不正行為に対する措置

○研究活動の不正行為（捏造、改ざん、盗用）があった場合は、「研究活動におけ
る不正行為への対応等に関するガイドライン」（平成26年8月26日 文部科学
大臣決定）に基づく措置を行います

○研究活動の不正行為が認められた場合には、委託契約の解除・変更を行い、
研究開発費の全部または一部の返還を求め、また、事実の公表の措置をとるこ
とがあります。また、一定期間、本プログラムへの申請及び参加の資格が制限さ
れます

○本プログラム以外の、国または独立行政法人が運用する競争的資金制度
等において、研究活動の不正行為等により制限が行われた研究者につい
ては、制限期間中、本プログラムへの申請および参加の資格が制限されます

○本プログラムにおいて、研究活動の不正行為があったと認定された場合、
当該研究者の不正行為の内容を、他の競争的資金等の担当（他府省およ
び他府省所管の独立行政法人を含む）に対して情報提供を行うことによ
り、他府省を含む他の競争的資金制度において、申請および参加が制約
される場合があります

（募集要項 52ページ）
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統合化推進プログラム応募方法について

（募集要項 15ページ、63ページ）

府省共通研究開発管理システム(e-Rad)から応募していただきます

※「統合化推進プログラム」への応募の際、e-Rad上での所属研究機関の承認は不要です
※ e-RadのログインID、パスワードをお持ちでない場合、2週間以上の余裕をもって登録手続き
を行ってください

◇e-Radポータルサイト ⇒ http://www.e-rad.go.jp/
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統合化推進プログラム公募に関する詳細・お問い合わせ先

※詳細については募集要項をご覧ください
募集要項は、以下からダウンロードできます
◇e-Radポータルサイト ⇒ http://www.e-rad.go.jp/
◇NBDCホームページ「公募情報」⇒ http://biosciencedbc.jp/funding/fund

◇e-Radの操作に関するお問い合わせ

【e-Radヘルプデスク】
電話番号：0120-066-877（フリーダイヤル）
受付時間：9:00～18:00（※土曜日、日曜日、祝祭日を除く）

◇制度・事業に関するお問い合わせ、
提出書類の作成・提出に関する手続き等に関するお問い合わせ

【JST-NBDC企画運営室】
E-mail ：funding@biosciencedbc.jp

電話番号：03-5214-8491
受付時間：10:00～12:00／13:00～17:00

（※土曜日、日曜日、祝祭日を除く）
お問い合わせはなるべく電子メールでお願いします
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（ご参考）統合データ解析トライアル 公募の概要

（１）プログラムの概要：

統合化推進プログラムの一部として、統合化推進プログラムで統合された（または

統合中の）データベースについて、データベース利用者視点での新たな活用方法を

探ることを目的としています。

そこで、本トライアルは、統合化推進プログラムのデータベースの有用性を高める

ツールの開発を実施することを目標としました。具体的には、統合化推進プログラム

で統合されたデータベースや他のデータベースを更に組み合わせて解析するための

ツール、統合化推進プログラムのデータベースに付加価値をつけるためのツール（新

たなデータ抽出法、他のデータとのリンクの付与など）の開発などが想定されます。

（２）研究総括： 長洲毅志 （エーザイ株式会社プロダクトクリエーション本部
ポートフォリオ戦略・推進部 顧問）

（３）研究開発費（直接経費）：100万円
（研究チームを編成する場合の上限は 200 万円）

（４）研究開発期間：10ヶ月

（５）採択予定件数：若干数

※本公募は、平成 27 年度政府予算の成立を前提としております。予算の成立状況によっては事業内容や実施
内容を変更する場合があります。
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